



































































（1） 渋沢栄一（青淵先生）「本邦公債制度の起源」（『龍門雑誌』265 号），12 ページ。




























































































































































































　一行は，マルセイユを立ち，リヨンで一泊し，4月 11 日夕方，横浜を出発してから 56





































































一面が窺える。そしてシャルグラン通り 30 番地にアパートを見つけ 5月 15 日に移った。
このアパートは凱旋門の直ぐそばにあり，徳川昭武が泊まっているグランドホテルからも
写真⑥　ペルゴーレ街の館にて
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写真⑩　ペルゴーレ街の館の入り口
2013.12.31. 著者撮影　ペルゴーレ街 53 番地の入り口
写真⑪　RueMarbeau より撮影したペ
ルゴーレ街 53番地の入り口
























般口演 , 一般演題抄録 , 第 41 回日本歯科医史学会・第 114 回日本医史学会合同総会および学術大会）』（「日本
歯科医史学会会誌」），195 ページは，「渋沢が関与した福祉医療事業は，パリ・ヨーロッパ滞在中の渋沢自身
の体験や，人脈が関与する例が多い」としている。
（44）渋沢栄一（青淵），杉浦靄人，『航西日記』79 ページには，「（西洋 6月 13 日）雨午後 2時巴里パツシイ郷ペ
ルゴレイズ街 53 番といふへ転宿せり……」と記されている。
―74―











































































































　ところで，渋沢は，徳川昭武に随行して，博覧会場に，この 6月 20 日の他に，7月 3
































































（55） 1867 年 7 月 1 日の LeTemps 紙の書き出しは，”Pendantplusd’undemi-siècle,tantqu’onneconhaissait,en




























































































　9月 24 日，列車にてブラッセルに到着した。9月 25 日，国王に謁見し国王主催の劇を
見た。9月 26 日より，陸軍学校，軍関連施設，砲台，砲製造所などを見学した。9月 30 日，
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〈鉄道の便利性を認識〉
　10 月 9 日，一行は列車でベルギーを立ち，パリに戻った。パリで一週間ほど昭武らは
博覧会の会場に行ったり市内見物などしたりして過ごした（73）。









　11 月 6 日，一行はマルタ島に行き，そこからマルセイユに渡り，リヨンを経由して，
11 月 18 日，一行はパリに戻った。行事などもなく，一行は休息を取ったのであろう。『航
西日記』に，晴無事，曇無事という記載が続いている。
　12 月 1 日，一行は英国へ向けパリを立ち，カレイ港に到着した。12 月 2 日，英ドーバー















　12 月 10 日には，イングランド銀行を見学し，「場所広大にて製作の方頗る簡易軽便且
つ厳粛なり」「造幣局は地金の溶陶より板金の製法，および円形圧裁する器械，幣面の模
様を印出する方」，「造作せし貨幣の分量権衡の検査等，また紙幣の製造，極めて精緻にて，













































































































































































　1868 年（明治元年）12 月 16 日，渋沢は帰国した。そして渋沢は，徳川慶喜が謹慎して
いた静岡藩の勘定組頭となり，翌年，藩の産業開発のために商法会所を設立し，実務責任
者となった。
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共性を重視しいた点において異なっていた（122）。岩崎の利益追求の姿勢は，例えば明治 7
年頃から暫くの間において三菱が日本の海運業を独占することにより大きな利益を上げる


























































































































































































































































（165）渋沢倉庫株式会社社史編纂委員会『渋沢倉庫の 80 年』，31 ページは，渋沢は「パリの万国博覧会に参列する
幕府使節徳川民部に随行してフランスに遊学した際倉庫証券（売買用と抵当用の二枚証券）の制度を研究し
て帰朝した，実に，わが国近代倉庫業における先駆者であったのである」と記している。


























平野は造船の職工を苦労して集め，明治 10 年に 128 人の職人を使用して事業を始めた。
同所は明治 10 年にまず 34 総トンの小型の汽船を一隻建造し，建造後に河川交通の会社社
長を説得して買い取ってもらっている。同年の収支は，売上 6,132 円，利益は赤字の
11,369 円であった。汽船を建造しても当時はまだ汽船の効用を理解されず売ることが難し
く，同所は帆船の建造や船舶の修理で売上を確保した。その後，明治 11 年の売上 72,579 円，
利益 5,396 円，明治 12 年の売上 106,313 円，損失 5,936 円，明治 13 年の売上 146,467 円，
利益 13,233 円，明治 14 年の売上 199,267 円，利益 14,178 円という業績で，創業後数年で
収支は安定し，また少しずつ汽船の建造も増えて造船所らしくなっていった（175）。
　平野は，明治 12 ないし 13 年ころ初めて渋沢に面談して，造船業の重要性を渋沢に熱心






















が 4万円，鍋島家が 3万円，伊達家が 3万円を各々出資し匿名組合を作り，平野に融資し
た（179）。
　ところで，明治 14 年に日本海軍は 20 年間に亘る造艦政策を定め，海軍の充実を図った。










された。新会社は明治 22 年 1 月に資本金 175,000 円で有限責任石川島造船所として営業
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行った。浦賀船渠は東京石川島よりも半年遅れて，明治 33 年 1 月に開業し，社長は元逓
信省管船局長の塚原周造が選ばれ，資本金は 100 万円であった（193）。両社の無益な競争を







（187）公益財団法人渋沢栄一記念財団，『渋沢栄一伝記資料』11 巻 626-627 ページの石川島造船所取締役栗田金太
郎談では，「浦賀分工場は百万円かけて出来まして，私は機械課長として参つてをりました。子爵は時々来
られて ---- 丁度日清戦争後で疲弊してゐた時代でしたが ----『日本の造船業が大きくならねば，日本の国は栄え
ぬ』とおっしゃって我々若い者を励まされました」と記されている。












るような状況となった（196）。そして，明治 34 年 8 月，両社の取締役会は無条件での合併を
承認し，石川島の株主総会も賛成を可決したが，浦賀の株主総会では否決されてしまっ
た（197）。これは浦賀の合併調査委員会が合併について不利という結論を出したことによ





















（196）公益財団法人渋沢栄一記念財団，『渋沢栄一伝記資料』11 巻 645 ページを参考とした。
（197）寺谷武明『日本近代造船史序説』，134-135 ページ及び公益財団法人渋沢栄一記念財団，『渋沢栄一伝記資料』
11 巻 649 ペーを参考とした。
（198）浦賀船渠株式会社『浦賀船溝六十年史』，103 ぺージを参考とした。
（199）浦賀船渠株式会社『浦賀船溝六十年史』，104 ページを参考とした。
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態勢はようやく整うに至った（223）」。会社が合併するには，今日に至るまで，合併比率を含
めた諸条件を株主などの関係者が応諾することが重要となる。まず 2社の資産額は，共同
は 6,526,340 円，三菱は 5,543,418 円と査定された。各々の割合は約 0.54 対 0.46 である。
そして新会社の資本金を 11 百万として，合併比率を 6対 5（約 0.545 対 0.455）とし，こ
れに対して政府が 15 年間年 8分の利益補給を保証するという条件で，株主など関係者の
合意に至った。政府は新会社を日本郵船と命名し明治 18年 9月 29 日設立が認可された（224）。
　一方，関西においても明治 10 年頃より多くの商船会社が乱立する状態で，明治 15 年よ



























（229）日本郵船株式会社『七十年史』，42 ページによると，明治 24 年グループの創始者R.D.Tata が来日し，明治



















日本側は耐えた（237）。すると，P&O汽船は，明治 28 年 11 月，英国外務省を通じて，駐英
公使加藤高明に仲裁を申し入れてきた。明治 29 年 5 月に運賃合同計算契約が締結され，2
























（241）恩田睦「渋沢栄一の鉄道構想」（『渋沢研究』第 24 号），27-28 ページを参考とした。
（242）島田昌和『渋沢栄一の企業者活動の研究』，92-93 ページを参考とした。
―108―
































（246）恩田睦「渋沢栄一の鉄道構想」（『渋沢研究』第 24 号），38-39 ページを参考とした。
（247）恩田睦「渋沢栄一の鉄道構想」（『渋沢研究』第 25 号），5ページを参考とした。














































































になつた」と述べている（266）。明治 8年 10 月に白紙製造に成功したことから，12 月 16 日
に開業式を挙行した（267）。しかし製品の品質は良くならず，「粗悪な品で，苦心して製造し














































































任した。大正 4年 3月 24 日の評議会で，病院の敷地購入手続きは渋沢に任せられた。渋
沢は大正 8年には，評議会の会長に就任した。新しい敷地は，築地近くの明石町となり，
大正 12 年 3 月に工事が始まった。同年 9月 1日の関東大震災の火災で病院の施設は全て







































































































があった（294）。渋沢は明治 9年 5月 11 日に東京養育院事務長（事実上のトップ）に就任し
たが，これが渋沢の福祉活動の開始であると考えられている（295）。
　明治 9年から 12 年の間，東京府の直轄事業であったが，経費は依然として共有金から
















































































































































であった。ようやく明治 39 年 10 月 18 日に帝国劇場株式会社の発起人総会が実業家 31 人




外国からの貴賓を接遇できるものとした（329）。明治 43 年 2 月 26 日，株主総会にて，渋沢



















































































































































39 年 10 月 18 日に帝国劇場株式会社の発起人総会が実業家 31 人により開かれ，渋沢が創
立委員長となった。翌 40 年 2 月に設立手続きが行われ，取締役会長に渋沢栄一が選ばれた。





































































（335）渋沢栄一（青淵先生）「本邦公債制度の起源」（『龍門雑誌』第 265 号），12 ページ。
―124―





















































































































































































































出典：『レンズが撮えた 150 年前の日本』172 ページより複写
―130―
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